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主な内容

　「番所踊り」の由来は、島原・天草の乱に中津藩が出陣し、多数の死
傷者を出したため、その供養踊りとして始まったとされています。寛永
15（1638）年、高浜海岸に遠見番所が造られ、番所の広場の供養碑
の周りで、小祝の人たちが参加して踊っていたそうです。また、一説に
は番所にあまり人が寄りつかないため、番所役人が女性や子どもを
集め、菓子などを与えて踊らせていたとも伝えられています。現在で
は、喜連島や高浜の婦人たちにより「番所踊り保存会」が組織され、
普及・伝承活動を行っています。

吉富町の歴史と文化財番所踊り 小犬丸 町指定
民俗文化財  無形（ ）

町の人口

男

女

世帯数

7,059人前月比（－20）

3,355人前月比（－16）

3,704人前月比（－4）

2,851戸前月比（－6）　

平成22年8月2日現在町の動き

9　2010.9.1
Sep
No.701



2

　
　
人
口
一
万
人
の
活
力
あ
る
町
を

　
　
目
指
し
て
、
人
口
増
加
の
た
め

の
種
々
政
策
（
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
支
給
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業
等
）

を
実
行
し
て
い
る
が
、
年
々
人
口
は

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
若
者
の
転
出

を
防
ぐ
た
め
定
住
化
促
進
の
考
え
は

あ
る
か
。

　
　

原
因
を
探
る
の
は
難
し
い
が
、 

　
　

原
因
の
一
つ
に
本
町
に
、
家
族

４
人
で
永
く
住
む
こ
と
が
で
き
る
民

間
住
宅
（
借
家
）
等
が
少
な
い
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
対
策
を
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
乳
幼
児
か
ら
中
学

卒
業
ま
で
の
間
で
、
あ
る
程
度
英
会

話
に
な
れ
る
た
め
の
事
業
」
「
保
育

料
の
第
３
子
以
降
の
完
全
無
料
化
」

「
個
人
が
住
む
た
め
に
建
築
、
購
入

し
た
住
宅
に
対
し
、
３
年
間
固
定
資

産
税
相
当
額
を
奨
励
金
と
し
て
交
付

す
る
定
住
化
促
進
制
度
」
な
ど
、
特

色
の
あ
る
事
業
を
実
施
し
、
人
口
増

に
向
け
努
力
し
ま
す
。

　
　
定
住
自
立
圏
等
色
々
な
事
業
に

　
　
お
い
て
吉
富
町
だ
け
が
参
画
し

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
参
画
す
れ
ば
助

成
金
も
出
る
の
で
は
。
医
療
（
小
児

救
急
）
の
問
題
は
、
住
民
に
と
っ
て

選
択
肢
が
多
い
ほ
う
が
良
い
の
で

は
。

   

定
住
自
立
圏
構
想
（
豊
前
市
〜
中

津
市
民
病
院
へ
の
バ
ス
の
運
行
等
）

に
関
す
る
課
題
・
問
題
点
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

小
児
救
急
の
問
題
は
、
中
津
市

　
　

が
小
児
用
の
休
日
・
夜
間
救
急

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
吉
富
町
は
豊
築
休
日
急
患
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
選
択
肢
が
多
く
な
る
こ

と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
運
行
の
問
題
（
バ
ス
停
が
吉

富
町
に
な
い
。
）
に
つ
い
て
は
、
築

上
東
部
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
一
部
路
線

が
競
合
す
る
の
で
、
代
替
策
と
し
て

吉
富
町
に
２
箇
所
の
停
留
所
を
お
願

い
し
た
。
結
果
と
し
て
現
在
の
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
乗
り
換
え
は
少

し
不
便
で
す
が
今
で
も
市
民
病
院
に

行
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
課
題
・
問
題

点
は
、
中
心
市
に
都
市
機
能
が
集
中

し
周
辺
市
の
過
疎
化
。
中
心
市
主
導

で
事
業
が
行
わ
れ
、
周
辺
市
町
村
は

そ
れ
に
追
随
す
る
だ
け
に
な
る
点
の

２
点
。
ま
た
、
周
辺
市
町
は
中
心
市

に
意
見
が
言
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
助
成
金
は
一
時
的

な
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
新
聞
報
道
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ

　
　

ー
ト
の
設
置
の
件
を
知
っ
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て

（
利
用
可
能
地
域
、
方
法
な
ど
）
知

り
た
い
。

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
県
が
久
留

　
　

米
大
学
病
院
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
、
救
急
専
用
の
医
療
機
器

を
装
備
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
常
駐

さ
せ
、
交
通
事
故
、
災
害
事
故
等
に

よ
り
重
篤
患
者
が
出
た
場
合
、
消
防

機
関
等
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
医

師
、
看
護
師
が
搭
乗
し
て
直
ち
に
出

動
し
、
現
場
で
救
命
医
療
を
ほ
ど
こ

し
、
治
療
を
継
続
し
な
が
ら
高
度
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

出
動
範
囲
は
、
福
岡
県
内
、
佐
賀

県
全
域
並
び
に
大
分
県
の
一
部
地
域

で
す
。

　

今
年
度
、
山
国
川
河
川
敷
に
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と

し
て
の
役
割
が
充
分
で
き
る
よ
う
整

備
を
行
な
い
ま
す
。

　
　
空
家
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
草
も
茂
っ
て
い
て
蚊
や
虫
が
発

生
し
、
地
域
の
環
境
に
も
影
響
が
あ

る
。
「
住
み
よ
い
吉
富
町
」
に
す
る

た
め
、
環
境
美
化
条
例
の
整
備
が
必

要
で
は
。
条
例
を
つ
く
っ
て
町
民
に

知
ら
し
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
環
境
美
化
条
例
」
は
平
成
６

　
　

年
４
月
に
「
ポ
イ
捨
て
等
防
止

条
例
」
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
心
な
い
人

が
守
っ
て
も
ら
え
な
い
。
今
後
も
環

境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
啓

発
を
行
い
ま
す
。
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
も
、
定
住
化
促
進
と
も
絡
め
て

今
後
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　
県
道
吉
富
本
耶
馬
溪
線
の
広
津

　
　
交
差
点
付
近
は
路
側
帯
が
無

く
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
は
危
険
で

通
行
し
難
い
状
況
が
年
々
増
加
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。進
捗
状
況
は
。

一
日
で
も
早
く
完
成
し
、
安
全
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
な
お
、
町

独
自
で
も
仮
設
歩
道
を
行
い
た
い
と

聞
い
た
が
如
何
。

　
　

こ
の
事
業
は
本
町
の
懸
案
事
項

　
　

で
す
。
県
か
ら
は
「
幸
子
地
区

の
歩
道
整
備
終
了
後
、
広
津
交
差
点

改
良
に
引
き
続
き
検
討
す
る
。」
と

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
県

で
は
、
昨
年
度
県
の
単
独
費
で
調
査

を
実
施
し
、
調
査
資
料
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
調
査

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

Q

Q

A

A

QQ

Q

A

AA

行
政
懇
談
会
報
告

　
平
成
22
年
５
月
13
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
間
、
町
内
17
箇
所
（
20
行
政

区
）
で
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
計
約
４
５
０
名
の
多
く
の
住
民

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
長
及
び
役
員
の
方
に
は
、
事
前
の
準
備
、
当
日
の
会
場
設

営
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
の
行
政
懇
談
会
は
、
「
町
政
へ
の
意
見
交
換
」
と
題
し
ま
し
て
、

多
く
の
方
か
ら
ご
質
問
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
質
問

等
は
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
、
質
問
の
内
容
は
要
約
、
複
数
の
意
見
を
ま

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
詳
し
い
内
容
が
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
役
場
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課　
☎
２
４
・
１
１
２
２

質
問
が
多
か
っ
た
も
の
と
そ
の
回
答
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ま
た
、
改
良
工
事
が
完
成
す
る
ま

で
の
間
、
代
替
策
と
し
て
仮
設
道
路

（
遊
歩
道
、
公
園
等
）
も
考
え
て
い

ま
す
が
、
色
々
な
縛
り
が
あ
り
直
ぐ

に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
生
命

を
守
る
た
め
努
力
し
ま
す
。

　
　
吉
富
駅
前
周
辺
地
区
の
整
備
、

　
　
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
駐
車
場

整
備
後
に
利
用
料
の
徴
収
は
す
る
の

か
。

　
　

今
年
度
の
計
画
は
、
駅
舎
改
修

　
　

と
公
共
下
水
道
の
繋
ぎ
こ
み
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、
用

地
交
渉
、
家
屋
補
償
交
渉
、
埋
立
を

行
い
造
成
後
に
計
画
測
量
を
行
う
予

定
で
す
。

　

駐
車
場
料
金
に
つ
い
て
は
、
検
討

中
で
あ
る
が
、
利
用
し
や
す
い
駅
に

な
る
よ
う
、
出
来
れ
ば
協
力
金
程
度

は
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
が
増
え
る
施
策
を
し
て
も

ら
い
た
い
。徳
島
県
の
あ
る
町
で
は

出
生
率
が
高
い
と
聞
い
て
い
る
。勉

強
に
行
って
は
ど
う
か
。

◎
マ
ニ
フ
ェス
ト
は
す
ば
ら
し
く
、か
な

り
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　◎

定
住
化
促
進
制
度
の
充
実
に
つ
い

て
、第
５
次
吉
富
町
行
政
改
革
実

施
計
画
の
中
で「
更
に
魅
力
的
な
内

容
に
改
正
し
、継
続
す
る
」と
あ
り

ま
す
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

◎
経
費
を
節
約
し
て
い
る
が
、経
常
収

支
比
率
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。健

全
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。

県
下
で
は
ど
う
な
の
か
。交
付
税

は
、財
政
が
健
全
に
な
れ
ば
減
ら
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

◎
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金

の
内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
。

◎
少
子
高
齢
化
の
中
、ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
税
収
を
上
げ
て
い

く
の
か
。

◎
京
築
連
帯
ア
メ
ニ
テ
ィ
、水
道
企
業

団
の
こ
と
を
聞
き
た
い
。

◎
自
分
た
ち
の
周
辺
で
の
色
々
な
こ
と

（
ゴ
ミ
、草
刈
等
）は
最
低
で
も
自
分

た
ち
で
処
理
し
、住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
す
る
。ど
う
し
て
も
自
分
た

ち
で
出
来
な
い
こ
と
は
行
政
に
依

頼
す
る
。

◎
玄
光
院
土
地
問
題（
利
用
方
法
に
つ

い
て
）

◎
役
場
各
課
で
ど
ん
な
委
員
会
が
有

り
、報
酬
は
い
く
ら
払
っ
て
い
る
の

か
。総
額
は
。減
額
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。（
行
政
改
革
委
員
会
で
検
討

し
て
欲
し
い
。）

◎
町
の
町
民
税
等
の
納
付
状
況（
又

は
、滞
納
状
況
）に
つ
い
て
知
り
た

い
。万
一
滞
納
者
が
多
く
あ
る
場
合

は
将
来
町
行
政
運
営
に
も
大
き
く

影
響
す
る
の
で
、そ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、早
期
に
徴
収

手
段
を
取
って
も
ら
い
た
い
。

◎
役
場
が
古
く
な
っ
て
い
る
。明
る
い

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
ら
な
い
の
で

は
。

◎
平
成
21
年
度
予
算
で
国・県
補
助

金
が
減
っ
て
い
る
。今
後
収
入
に
見

合
う
削
減
を
考
え
て
い
る
の
か
。

◎
町
民
税
を
減
税
し
て
は
ど
う
か
。

◎
吉
富
町
を
ア
ピ
ー
ル
向
上
す
る
た

め
の
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。フ

ォ
ー
ユ
ー
会
館
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

閲
覧
、ビ
デ
オ
鑑
賞
、無
料
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
用
意
す
る
。又
、駅
前
の

再
開
発
の
中
で
配
慮
す
る
等
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

◎
訪
問
視
察
目
的
等
、
詳
細
報
告
書

を
記
載
し
た
報
告
が
さ
れ
て
い
る

の
か
。
町
民
総
数
に
対
し
て
、
議

員
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

◎
議
員
の
給
料
が
高
す
ぎ
る
の
で

は
？

◎
中
津
の
図
書
館
は
議
会
の
ビ
デ
オ

を
貸
し
て
く
れ
る
。
吉
富
町
は
傍

聴
に
行
っ
て
も
30
人
し
か
入
れ

ず
、
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
撮
影
も
で

き
な
い
。

◎
「
教
育
に
力
を
入
れ
る
吉
富
町
」

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う

か
。
そ
の
財
源
と
し
て　

議
員
報

酬
の
５
％
の
減
額
と
政
務
調
査
費

の
50
％
の
減
額
。
政
務
調
査
費
は

廃
止
の
町
村
が
多
く
あ
り
、
廃
止

し
た
町
村
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い

か
。

◎
吉
富
広
報
は
カ
ラ
ー
印
刷
で
な
く

な
っ
た
の
は
良
い
と
思
う
。
議
会

だ
よ
り
も
そ
の
よ
う
に
し
て
は
。

◎
議
会
だ
よ
り
に
一
般
質
問
が
載
っ

て
い
る
が
５
〜
６
人
。
そ
れ
以
外

の
人
は
、
質
問
し
て
い
な
い
の
か
。

◎
「
直
に
や
る
課
」
の
よ
う
な
窓
口

を
設
置
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
斡
旋
す
る
な
ど
、
も
う
す
こ
し

町
と
緊
密
化
し
て
は
ど
う
か
。

◎
町
の
職
員
は
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

く
て
も
良
い
の
で
は
。

◎
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
所
で
、
白

線
が
消
え
て
い
て
歩
行
者
が
危
険

で
あ
る
。
片
側
で
良
い
の
で
引
い

て
も
ら
い
た
い
。

◎
昨
年
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
＆
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
が
、

地
震
や
火
災
等
が
発
生
し
た
場

合
、
老
人
や
身
体
障
害
者
の
方
を

安
全
に
誘
導
す
る
手
段
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
吉
富
町
は
地
震
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

◎
マ
ル
ミ
ヤ
横
の
県
道
。
信
号
機
で

制
限
で
き
な
い
の
な
ら
、
交
通
量

制
限
は
出
来
な
い
か
、
一
方
通
行

も
考
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
歩

道
橋
を
通
る
高
齢
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
何
か
考
え
て
も
ら
い
た

い
。

QA

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関
す
る
こ
と

行
財
政
運
営
に
関
す
る
こ
と

　

今
年
度
の
行
政
懇
談
会
で
は
、右

記
以
外
に
住
環
境
に
関
す
る
個
別
の

質
問（
要
望
等
）が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
れ
に
対
し
て
町
で
は
、「
各
自
治

会
か
ら
の
要
望（
年
度
当
初
に
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
）に
つ
い
て

は
、す
で
に
集
約
を
終
え
、６
月
議
会

に
上
程
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
行
政
懇
談
会
で
出
て
き
た

要
望
等
に
は
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

早
急
に
対
応（
確
認
）し
ま
す
。」と
回

答
し
ま
し
た
。

そ
の
他
代
表
的

な
質
問

議
会
議
員
に
関
す
る
こ
と

行
政
組
織
に
関
す
る
こ
と

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
に

関
す
る
こ
と
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◎
吉
富
町
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
、
重
要
水
防
箇
所
が
２
箇
所

あ
る
。
こ
の
「
重
要
水
防
箇
所
」

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

◎
佐
井
川
の
大
雨
対
策
と
し
て
、
今

年
の
３
月
頃
県
土
整
備
事
務
所
と

思
わ
れ
る
方
が
測
量
し
て
い
た
。

今
日
ま
で
要
望
し
て
き
た
大
雨
対

策
の
雑
木
伐
採
の
た
め
の
測
量
で

あ
ろ
う
か
？

◎
町
内
巡
回
バ
ス
の
界
木
バ
ス
停
は

橋
の
東
の
た
も
と
に
あ
る
が
、
高

齢
者
が
多
く
（
足
が
悪
い
人
が
多

い
。
）
そ
こ
ま
で
行
け
な
い
。
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
役
場
庁
舎
、
小
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
他
の
箱
物
の
改
修
、
新

築
に
つ
い
て
の
中
・
長
期
計
画
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

◎
こ
ど
も
の
森
（
幼
保
一
体
化
施

設
）
は
、
送
迎
の
た
め
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
狭
い
、
生
垣
を
の
け
て

広
く
す
れ
ば
、
利
用
し
や
す
く
な

る
の
で
は
。

　

施
設
場
所
の
環
境
と
し
て
は
、
旧

幼
稚
園
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
）
の
方
が
良
か
っ
た
の
で
は
。

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
中
津

市
、
豊
前
市
、
上
毛
町
に
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
吉
富
町
は
つ
く
ら
な

い
の
か
。

◎
現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、
従

来
使
用
し
て
い
た
社
会
保
険
証
の

カ
ー
ド
式
に
比
べ
て
、
携
帯
し
に

く
い
の
で
、
カ
ー
ド
式
に
で
き
な

い
か
。
又
、
一
人
に
１
部
の
配
布

は
で
き
な
い
の
か
。

◎
吉
富
町
に
住
ん
で
い
る
小
学
六
年

生
の
女
子
に
、
子
宮
頸
が
ん
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
町
が
負
担
し
て
実

施
し
た
ら
ど
う
か
？
40
名
余
り
ぐ

ら
い
な
の
で
、
可
能
で
は
？
（
少

子
化
対
策
に
も
繋
が
る
。
）

◎
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
と
し
て

施
設
を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し

て
整
備
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
補

助
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

町
営
の
介
護
施
設
か
？

◎
日
本
の
標
準
的
な
家
庭
（
じ
じ
、

ば
ば
が
い
る
よ
う
な
家
庭
）
に
対

す
る
補
助
を
し
な
い
か
。
そ
の
よ

う
な
家
庭
が
増
え
れ
ば
人
口
も
増

え
る
は
ず
。
子
ど
も
の
声
は
良
い

な
と
思
う
。

◎
第
３
子
以
上
の
保
育
料
は
無
料
に

な
っ
て
い
る
が
、
出
産
祝
い
金
を

出
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

◎
高
齢
者
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の

か
。
安
全
対
策
、
集
い
の
場
所
、

風
呂
施
設
等
子
育
て
支
援
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
支
援
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

◎
太
陽
光
発
電
よ
り
風
力
発
電
の
方

が
良
い
と
聞
く
が
、
同
じ
補
助
金

を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
少
し
勉
強

し
て
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

◎
直
江
の
パ
チ
ン
コ
店
跡
、
リ
サ
イ

ク
ル
用
品
を
回
収
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
町
は
何
か
把
握
し
て
い
る

の
か
。

◎
浜
田
地
区
（
界
木
方
面
）
は
カ
ラ

ス
が
多
い
。
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。
黄
色
い
糸
を
張
る
と
効
果

が
あ
る
と
も
聞
く
が
。

◎
ご
み
置
き
場
が
狭
い
と
こ
ろ
に
５

つ
も
あ
り
、
収
集
に
時
間
も
か
か

る
。
近
所
の
人
も
困
っ
て
い
る
。

◎
野
良
猫
が
増
加
し
て
い
る
。
排
泄

物
が
臭
く
、
又
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
に
乗
る
等
し
て
非
常
に
困
っ
て

い
る
。
犬
の
捕
獲
は
条
例
が
あ

る
。
猫
に
は
適
用
が
な
い
の
か
。

猫
も
登
録
制
を
設
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
何
か
対
策
は
な
い

か
。

◎
吉
富
町
で
は
、
道
路
愛
護
、
駅
前

清
掃
、
松
の
植
林
な
ど
行
政
指
導

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
た
だ
、
町

の
中
の
個
人
所
有
の
空
地
や
無
人

の
家
等
で
雑
草
が
伸
び
放
題
に
な

っ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ
と
が

あ
り
「
雑
草
、
枝
木
な
ど
の
無
管

理
に
対
す
る
管
理
義
務
」
に
つ
い

て
も
何
ら
か
の
指
導
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

◎
今
、
全
国
各
地
で
「
草
や
枝
木
」

の
処
理
と
し
て
「
堆
肥
作
り
」
を

実
施
し
て
い
る
。
吉
富
町
の
焼
却

場
の
周
辺
に
は
結
構
な
空
地
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
を
利
用

し
た
「
堆
肥
作
り
」
等
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

◎
町
の
漁
業
従
事
者
は
減
少
し
て
い

る
。
現
在
の
漁
業
従
事
者
は
ど
の

く
ら
い
か
。
若
い
人
の
後
継
者
の

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

　

獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の

取
組
み
状
況
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
。

　

吉
富
漁
港
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。

◎
企
業
誘
致
は
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

◎
ほ
場
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

◎
休
耕
田
の
管
理
は
適
切
に
出
来
な

い
か
。

　

作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
何
人
か
に

声
を
か
け
る
が
な
か
な
か
見
つ
か

ら
な
い
。
困
っ
て
い
る
。
農
業
委

員
会
で
何
と
か
し
て
も
ら
い
た

い
。

◎
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
役
場
と
し
て
町
の

商
売
人
を
支
援
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。
備
品
の
借
用
な

ど
応
援
し
て
も
ら
え
な
い
か
。
吉

富
町
に
若
い
人
の
働
く
場
が
な

い
。

◎
都
市
計
画
は
具
体
的
な
詳
細
な
線

を
引
い
て
、
町
独
自
の
制
限
を
も

っ
て
指
導
し
な
い
と
消
防
車
が
入

れ
な
い
道
、
倉
庫
が
無
造
作
に
建

っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
町
民
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い

し
た
い
。

◎
個
人
で
で
き
な
い
里
道
の
管
理

（
草
刈
等
）
を
役
場
で
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

里
道
は
ど
こ
の
管
理
か
。
な
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

◎
マ
ル
ミ
ヤ
横
道
路
の
歩
道
縁
で
端

に
よ
れ
な
い
。
路
側
帯
が
高
い
。

浜
宮
（
築
上
町
）
の
道
路
を
確
認

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
県
道
に
曲
が

る
箇
所
も
小
回
り
が
出
来
な
い
。

◎
児
童
公
園
の
草
刈
は
地
元
で
行
っ

て
い
る
。
同
じ
自
治
会
で
管
理
し

保
健・医
療・福
祉
に
関
す
る
こ
と

環
境
に
関
す
る
こ
と

産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

住
環
境
整
備
に
関
す
る
こ
と
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て
い
て
も
補
助
を
受
け
て
い
る
自

治
会
も
あ
る
。
同
様
に
助
成
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

◎
旧
町
営
住
宅
跡
の
売
却
予
定
の
町

有
地
、
１
区
画
し
か
売
れ
て
い
な

い
が
、
土
地
の
値
段
が
高
い
の
で

は
な
い
か
。
値
下
げ
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

◎
今
吉
下
区
は
子
ど
も
の
数
は
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
遊
ぶ
場
所
が
な

い
。
山
王
住
宅
の
空
き
地
に
広
場

を
造
っ
て
も
ら
い
た
い
。
年
金
生

活
者
が
子
ど
も
を
見
守
っ
た
り
、

話
し
合
い
の
場
に
も
な
る
。

◎
年
度
末
に
な
る
と
工
事
を
し
て
い

る
。
仕
事
が
重
な
ら
な
い
よ
う
な

対
策
が
必
要
で
な
い
か
。
優
先
順

位
を
つ
け
て
も
ら
う
と
よ
い
が
。

ま
た
、
迂
回
路
も
重
な
っ
て
し
ま

う
。
防
ぐ
配
慮
を
す
べ
き
で
な
い

か
。

◎
若
い
人
が
家
を
建
て
る
ま
で
の
間

に
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
。

◎
大
木
が
倒
れ
た
ら
と
い
っ
た
住
民

の
不
安
が
多
い
。
役
場
と
立
会
し

な
が
ら
対
策
を
探
っ
て
行
き
た
い

と
思
う
。
自
治
会
に
は
資
金
も
な

く
、
大
き
な
木
は
地
元
の
人
で
は

手
も
足
も
出
な
い
。
良
い
方
法

を
。

◎
町
道
小
犬
丸
界
木
線
の
道
幅
を
拡

幅
し
て
も
ら
え
な
い
か
。
小
・
中

学
校
の
通
学
路
で
あ
り
、
年
々
車

の
通
行
が
多
く
離
合
が
困
難
な
為

危
険
。

◎
県
道
新
設
（
東
部
県
界
道
路
）
で

小
犬
丸
界
木
線
と
ト
ン
ネ
ル
交
差

と
な
る
。
先
を
見
越
し
て
計
画
を

た
て
る
べ
き
で
は
。

◎
浜
田
（
大
字
広
津
１
０
３
８
〜
１

１
２
０
）
間
（
界
木
方
面
）
の
農

道
拡
幅
と
新
設
を
お
願
い
し
た

い
。

　

現
在
の
道
路
は
狭
く
未
改
修
で
あ

る
。　

◎
玄
光
院
の
公
園
に
は
「
滑
り
台
」

が
な
い
。
無
い
の
は
こ
こ
だ
け

だ
。
天
仲
寺
公
園
に
あ
る
滑
り
台

は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

◎
役
場
庁
舎
建
設
に
伴
う
電
波
障
害

の
た
め
、
10
数
戸
に
共
同
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
て
い
る
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
に
移
行
ま
で
約
１

年
。
町
と
し
て
各
戸
の
電
波
状
況

を
確
認
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
そ
の
結
果
は
？
今
後
の
対

策
、
実
施
時
期
は
。

◎
山
国
川
の
犬
走
り
を
平
ら
に
し
て

ほ
し
い
。

◎
空
き
家
の
瓦
が
ず
り
落
ち
て
い

る
。
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
。

大
き
な
お
金
が
掛
か
る
の
も
良
く

わ
か
っ
て
い
る
。
前
向
き
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

   ◎
下
水
道
事
業
の
水
洗
化
率
は
低
い

よ
う
だ
が
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か
。

　

３
年
で
70
％
を
見
込
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
。
終
末
処
理
場
に
ど
れ
く

ら
い
の
お
金
が
か
か
っ
た
の
か
。

水
洗
化
率
を
上
げ
な
い
と
も
っ
た

い
な
い
。
今
後
公
共
下
水
道
は
ど

う
な
る
の
か
。
縮
小
さ
れ
る
の

か
。
合
併
処
理
浄
化
槽
と
ど
ち
ら

を
優
先
す
る
の
か
。

◎
伊
良
原
ダ
ム
は
ど
う
な
る
の
か
。

◎
下
水
道
工
事
後
、
舗
装
に
凹
凸
が

あ
り
、
雨
水
が
溜
ま
る
箇
所
が
あ

る
の
で
、
対
応
し
て
欲
し
い
。

◎
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の
利
用
に
つ
い

て
、
吉
富
町
民
、
社
会
貢
献
の
た

め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
と
明
ら
か
に
判
明
さ
れ
た
場
合

つ
い
て
は
、
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の

利
用
料
は
徴
収
し
な
く
て
も
よ
い

の
で
は
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
後
押

し
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気

作
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
吉
中
体
操
服
は
、
警
察
、
自
衛

隊
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
使
え
る

く
ら
い
立
派
な
も
の
。
３
年
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
使
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

◎
町
体
育
館
の
南
側
の
駐
車
場
は
雨

天
時
に
は
、
大
き
な
水
溜
り
が
で

き
て
使
用
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
。

　

舗
装
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

◎
太
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
を
小
学

生
以
下
に
限
定
し
て
も
ら
い
た

い
。
ネ
ッ
ト
を
越
え
た
野
球
ボ
ー

ル
で
窓
ガ
ラ
ス
・
パ
ソ
コ
ン
破
損

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
家
が
あ

る
。

◎
生
涯
学
習
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
に
ふ
れ
て
み
よ
う
か
と
思

っ
て
い
る
本
当
の
初
心
者
向
け
の

講
座
を
設
定
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
受
講
し
た
が
、

パ
ソ
コ
ン
の
機
種
が
古
い
の
で
あ

ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
。
最

新
の
機
種
に
入
れ
替
え
て
も
ら
え

な
い
か
？

◎
小
学
生
、
中
学
生
を
主
体
に
募
集

し
品
物
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
を

見
学
さ
せ
る
。
吉
富
を
中
心
に
見

て
50
㎞
範
囲
内
に
自
動
車
、
造

船
、
製
鉄
、
火
力
発
電
、
製
薬
、

金
型(

プ
レ
ス
加
工)

、
冷
凍
、
水

産
、
農
業
、
食
品
と
軽
重
工
業
が

存
在
し
て
お
り
恵
ま
れ
て
い
る
。

見
学
を
す
れ
ば
、
自
分
も
こ
ん
な

会
社
に
勤
め
、
早
く
自
分
の
造
っ

た
も
の
を
世
に
出
し
た
い
！
と
目

的
を
早
く
も
つ
と
思
う
。

◎
昨
年
「
第
１
回
よ
し
と
み
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
が
盛
会
裏
に
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
行
事
が
各

新
聞
社
か
ら
報
道
さ
れ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
良
い

こ
と
は
大
い
に
報
道
し
て
も
ら
い

吉
富
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

◎
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
福
岡
県
は
全
国
41
位
と
聞
い

て
い
ま
す
。
何
が
原
因
か
。

◎
古
表
神
社
で
現
在
本
殿
屋
根
の
改

修
工
事
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
文
化
財
保
護
の
観
点
で
補

助
金
は
出
せ
な
い
の
か
。

　
◎
町
の
木
、
町
の
花
は
目
に
す
る

が
、
町
歌
は
何
か
に
使
っ
て
い
る

の
か
。

◎
中
津
市
に
は
、
身
寄
り
の
な
い
人

の
納
骨
堂
が
あ
る
と
聞
く
。

　

吉
富
町
の
現
状
と
今
後
の
対
応

は
。
吉
富
町
に
は
必
要
な
い
の

か
。
共
同
墓
地
も
同
様
。

◎
若
者
の
出
会
い
の
場
、
定
住
化
、

就
労
の
場
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

上
下
水
道
に
関
す
る
こ
と

教
育
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他
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我が国が人口減少社会となって実施する最初の国勢調査です

法律に基づいて行います
●国勢調査は、統計法（国の統計に関する基本的な法
律）で、基幹統計調査としての位置づけが規定され
ています。
●基幹統計調査については、統計法で、調査票に記入
して提出することの報告義務が定められています。
●国勢調査は、統計法で5年ごとに実施することが定め
られています。

調査票の記入の内容は
厳重に守られます
●調査員をはじめとする国勢調査に従事するものには、統計法によっ
て、個人情報を保護するための厳格な守秘義務が課せられていま
す。
●調査票に記入していただいた内容は、統計
の作成以外に使用することはありません。
●調査票は、外部にもれないように厳重に管
理し、集計が完了した後には完全に溶かし、
再生紙として生まれ変わります。

※国勢調査をよそおった不審な訪問者や電話・電子メールなどに
　ご注意ください。

国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

総務省統計局・福岡県・吉富町
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平成22年10月1日は国勢調査

10月1日現在で
全国いっせいに行います

我が国が人口減少社会となって実施する最初の国勢調査です
平成22年国勢調査は、我が国が人口減少社会となって実施する最初の調
査であり、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世
帯の実態を明らかにする重要な調査です。

調査の結果は、児童福祉、高齢者の介護・医療、若者の雇用対策、地域の活
性化など、私たちの暮らしのさまざまな分野で役立てられる基礎データに
なります。

●平成22年10月1日現在、日本国内にふだん住んでいるすべての人及
び世帯を対象とします。外国人も対象です。
●国勢調査は、総務省-都道府県-市区町村-指導員
-調査員-世帯の流れで行います。
●9月下旬から、調査員が各世帯を訪問して調査
票を配布します。
　記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をし
た上で調査員に渡していただくか、市区町村に
郵送で提出していただきます。

調査項目や調査結果の公表は
次のとおりです
●世帯員に関する項目について
　「男女の別」、「出生の年月」、「配偶者の有無」、「就業状態」、「従業地又は通学地」など
15項目
●世帯に関する項目について
　「世帯員の数」、「住居の種類」、「住宅の建て方」など5項目
●結果の公表について
　人口・世帯数の速報結果を、平成23年2月に公表します。
　そして、男女・年齢別人口、世帯の状況などの詳しい結果を、平成23年6月 か
から順次公表します。
　公表した調査結果は、インターネットや報告書などで、どなたでもご覧いた だ
けます。

国勢調査は  みんなで描く  日本の自画像 平成22年国勢調査標語
一般部門　総務大臣賞
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吉
富
町
役
場
前
バ
ス
停
設
置
工
事

　
　
　

百
二
十
四
万
二
千
百
五
十
円

　
　
　
　
　

麻
野
鉄
工
建
設
興
業
㈱

吉
富
町
役
場
庁
舎
改
修
実
施
設
計
・

工
事
監
理
業
務
委
託

　
　
　
　
　

百
十
二
万
三
千
五
百
円

　
　
　
　

㈲
瀬
口
建
築
設
計
事
務
所

小
犬
丸
界
木
線
舗
装
改
良
工
事

　
　
　
　

二
百
五
十
五
万
千
五
百
円

　
　
　
　
　

㈲
麻
野
鉄
工
建
設
興
業

鈴
熊
山
公
園
手
摺
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
　

九
十
六
万
六
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
田
口
組

喜
連
島
海
岸
線
舗
装
改
良
工
事

　
　
　
　
　

二
百
八
十
三
万
五
千
円

　
　
　
　
　

梅
高
建
設
㈱
吉
富
支
店

別
府
幸
子
線
舗
装
改
良
工
事

　
　
　
　

二
百
五
十
五
万
千
五
百
円

　
　
　
　
　

㈲
麻
野
鉄
工
建
設
興
業

吉
富
町
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
緊
急
離
着
陸

場
整
備
工
事

　

工
事
金
額　
　

三
百
八
万
七
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
光
建
設
㈱

平
成
22
年
度
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

下
水
道
設
備
工
事

　

工
事
金
額

　
　
　
　
　

六
百
五
十
九
万
四
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
恒
広
設
備

平
成
22
年
度
吉
富
町

政
治
倫
理
審
査
会
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

入
札
結
果

入
札
結
果

総 

務 

課

産
業
建
設
課

健
康
福
祉
課

　

吉
富
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
吉
富
町
政
治
倫
理
条

例
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
町
長
、
教
育
長
及
び
町
議
員

の
資
産
報
告
書
（
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
親
族
及
び
同

居
の
親
族
の
報
告
書
）
の
内
容
を
審
査
し
、
８
月
５
日

に
礒
田
正
信
会
長
が
今
冨
町
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
意
見
書
及
び
資
産
等
報
告
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

任
期
満
了
の
日
ま
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

９
月
は
、国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
分
の
納
期
で
す
。

　

町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。納
期
限
を
過
ぎ
る

と
、延
滞
金
も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、町
税
は
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
、大
変
便

利
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　　

９
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
で
す

　

国
民
の
住
生
活
の
向
上
と
環
境
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、良

質
な
住
宅
を
長
期
に
渡
っ
て
良
い
状
態
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
法
律
の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。国
土
交

通
省
令
に
従
っ
て
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
を
策
定
し
、

着
工
前
に
福
岡
県
に
認
定
さ
れ
た
住
宅
が
建
築
及
び
維
持
保

全
を
行
う
場
合
は
、税
制
上
の
優
遇
等
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、役
場
税
務
課（
☎
２
４・１

１
２
２
５
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
期
優
良
住
宅
の
新
築
に
対
す
る
税
の

特
例
措
置
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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下
水
道
工
事
が
終
わ
り
、
汚
水
を

流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の

区
域
と
供
用
開
始
年
月
日
を
お
知
ら

せ
（
公
示
）
し
、
建
物
所
有
者
に
は

そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

建
物
所
有
者
は
そ
の
通
知
の
日
か

ら
三
年
以
内
に
、
家
庭
か
ら
出
る
排

水
や
し
尿
を
下
水
道
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
下
水
道
法
で

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
九
年
六

月
以
前
に
通
知
を
差
し
上
げ
た
家
屋

の
場
合
、
す
で
に
三
年
が
経
過
し
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
改
め
て
職
員
が
お
願
い
に
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
水
域

の
水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
改
善
の

た
め
、
早
期
接
続
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
平
成
二
十
年
六
月
以
降
に
通
知
を

差
し
上
げ
た
家
屋
の
場
合
は
、
現

時
点
で
は
「
水
洗
便
所
等
改
造
助

成
金
」
の
交
付
が
可
能
な
期
間
内

で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接
続

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　

☎
２
４
・
４
０
７
４

　

７
月
１７
日
㈯
午
前
６
時
か
ら
２
時

間
程
度
、吉
富
海
岸
及
び
吉
富
漁
港

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
方
々
に
よ
る
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は

「
き
れ
い
な
環
境
を
取
り
戻
し
、美
し

い
自
然
を
守
って
い
き
た
い
と
考
え
る
」

一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
は
じ

め
、吉
富
漁
業
協
同
組
合
、吉
富
町
議

会
議
員
、築
上
東
部
建
設
業
組
合
、遊

漁
船
所
有
者
、福
岡
県
京
築
県
土
整

備
事
務
所
、吉
富
町
役
場
の
総
勢
１
６

７
名
で
し
た
。参
加
者
の
清
掃
活
動
に

よ
り
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
缶
等
の
漂
着

ゴ
ミ
が
、４
ｔ
ゴ
ミ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
３
箱

分
も
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
は
、

猛
暑
の
中
の
作
業
、本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

―
 

ご
利
用
下
さ
い
、助
成
金
制
度 ―

公
共
下
水
道
の
接
続
は
お
早
め
に

吉
富
海
岸
等
清
掃
活
動
の
お
礼
に
つ
い
て

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

【養成科】　修業年限２年・
　　　　　定数５０名（推薦含む）
＊次代の農業を担う農業後継者や農業技
術指導者を養成します。

○募集コース及び人員
　野菜（15名）、花き（10名）、
　果樹（5名）、水田経営（5名）、
　畜産（5名）、総合（10名）

○推薦入学試験（総合コース除く。）
　・願書受付期間／
　　９月１７日（金）～１０月１日（金）
　・試験日／１０月１８日（月）

○ 一般入学試験
　・願書受付期間／
　　11月１２日（金）～１１月２６日（金）
　・試験日／１２月１０日（金）

○問合先／
　福岡県農業大学校
　☎０９２－９２５－９１２９
　HP http://www.fuknodai.jp/  

平成２３年度
福岡県農業大学校

◇玉掛け技能講習
　・受験資格／18歳以上
　・講 習 日／9月30日～10月2日
　・受 講 料／17,000円～21,000円
　・テキスト代／2,000円　
　・講習会場／豊前地区職業訓練協会

◇高所作業車運転技能講習
　・受験資格／普通免許所有者
　・講 習 日／11月5日～6日
　・受 講 料／38,000円～39,000円
　・テキスト代／2,000円　
　・講習会場／豊前地区職業訓練協会

各種技能講習のお知らせ

◇開催日時／平成２２年９月１２日（日）
　　　　　　９時３０分から受付
　　　　　　１０時講習開始

◇開催場所／豊前市総合福祉センター
※その他、詳細については、下記連絡先
にお問い合わせください。

◇問い合わせ先
　関門海技免許センター
　☎０８３（２６６）４０２９
　下関市東大和町２－３－２５
　http://kanmon-k.jp

海技免許の更新講習ご案内

学 生 募 集
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無料調停相談会のお知らせ11

無料調停相談会22

　行橋調停協会では、下記のとおり無料調停相談会を開催しますので、ご遠慮なく相談にお越しく
ださい。（予約は不要です。）
　なお、相談は無料で、相談事項は秘密厳守します。

記
　　①日時及び場所
　　　平成２２年９月２４日（金）午前１０時から午後３時まで
　　　豊前市大字八屋２０１１番地２　「豊前市民会館」　☎０９７９－８２－２７０５

　　②相談事項
　　　　〇金銭問題　〇離婚　〇交通事故　〇相続　〇土地・家屋問題　〇家庭問題
　　　　〇サラ金問題　〇その他一切の調停相談

［問い合わせ先］　行橋市行事１丁目８番２３号
　　　　　　　　福岡地方・家庭裁判所行橋支部内　行橋調停協会　☎０９３０－２２－００３５

●日　　時／平成22年10月7日（木）午前10時～午後3時（受付）　※事前の申込みはいりません
●場　　所／中津市三光佐知　イオンモール三光　2階イオンホール　☎２６－８４５０
●要　　領／①民事紛争
　　　　　　　金銭（多重債務）・貸し金・手形金等の争い
　　　　　　　土地・建物についての争い、交通事故による損害賠償
　　　　　　②家事紛争
　　　　　　　夫婦等男女問題、親子間の調整、扶養 ・ 遺言 ・ 相続に関する争い
　　　　　　　その他家族間についてのもめごと
　　　　　　上記①、②について調停手続きに関する事項相談は無料です。
●相談担当者／民事、家事調停委員
●主　　催／財団法人日本調停協会連合会　中津調停協会
●問合せ先／大分地方・家庭裁判所中津支部内　中津調停協会　☎２２－２１１５

高齢者・障害者の人権あんしん相談33
　生活上の心配ごと、家庭内や近隣でのトラブルなど悩みや困りごとがある方は、ひとりで悩まずに
お電話ください。人権擁護委員と法務局職員が無料で相談に応じます。

●日　　時／９月６日（月）から9月12日（日）まで
　　　　　　午前8時30分から午後7時まで
　　　　　　ただし、土曜日・日曜日は午前10時から午後5時まで
●問合せ先／☎０９２－８３２－４３１１　福岡法務局人権擁護部
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住民課からのお知らせ

老齢基礎年金の額を増やしたい方には「付加年金」という制度があります44
　国民年金の第1号被保険者の方が20歳から60歳になるまでの40年間、月額１５，１００円の保険
料を納めると、65歳から７９２，１００円の老齢基礎年金が支給されます。この年金額をもう少し引き
上げたいとお考えの方には、「付加年金」という制度が設けられています。

付加保険料と付加年金の額
　付加年金を受けるためには、通常の保険料とともに、月額４００円の付加保険料を納めることに
なっています。付加年金の額は「２００円×付加保険料を納めた月数」の式で計算されます。

付加保険料の手続きと相談先は
付加保険料の手続きと問合せ先は、役場住民課　☎２４－１１２４
小倉南年金事務所　☎０９３－４７１－８８７３

近隣騒音とは55
　私たちの生活の中では、テレビ、ステレオ、ピアノなどの音響機器や楽器、あるいは、エアコン、掃
除機などの家庭用機器の使用によって、様々な音が発生しています。また、歩行やドアの開閉など人
の行動による音や、犬などペットの鳴き声もあります。
　これらの音の中で望ましくない音、あって欲しくない音を総称して近隣騒音といっています。

○皆さんの力で近隣騒音の防止を
　町では、皆さんから、近隣騒音についての苦情・相談が寄せられることがあります。
　しかし、近隣騒音は状況によって、お互いが加害者にも被害者にもなる可能性があるとともに、
行政が皆さんの暮らしに介入することは好ましくないことなどから、町から注意、指導等は行って
いません。

　町では、近隣騒音は、皆さん一人ひとりの生活の工夫や近隣
への思いやり、心づかいで防止していただきたいと考えています。

9月の年金出張相談日

予約制となっています。
予約受付は小倉南年金事務所お客様相談室 ☎093-471-8873 まで
お申込みください。

期　　日 時　　間 開設場所
9月  9日（木）
　　22日（水）

10時～12時
13時～15時30分 豊前地域職業訓練センター
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新しい吉富の顔へ

　吉富町では、現在、駅周辺地区の整備を進めています。
　吉富駅と県道吉富港線を結ぶ新設道路「吉富駅前線」
をはじめ、駅前ロータリーや駐車場、ポケットパーク、花壇、バ
イパス水路などの整備を推進しています。
　工事の完成は、平成２５年３月を予定しています。
　なお、今回の整備計画図案の作成にあたっては、周辺自
治会長をはじめとする公募ボランティア、２１名の皆様に３回
にわたり「町の玄関口として、シンボル的で吉富らしい景観づくり」をテーマにご意見を頂き作成しました。ご協力いただきました
皆様に感謝とお礼を申し上げます。

～吉富駅前周辺地区が
　　　 生まれ変わります～

若松 修一、深水 三幸、守口 澄良、野依 洋右、橋本 洋幸、釘崎 周二、瀬戸口 由美子、黒岩 栄子、
池永 壽美子、下畑 美津代、南 愛子、石井 眞理子、深津 弘子、今吉 美津子、守口 八重子、本戸 八重子、
山本 定生、是木 吉一、河野 良則、麻野 光一、谷元 由美

●吉富駅周辺地区景観づくり検討会　参加者

【問い合わせ先】産業建設課　☎２４－４０７３

　今年も、「吉富町セカンドライフセミナー」が７月２３日（金）～２４日（土）に「ゆふいん七色の風」で開催されまし
た。今回のセカンドライフセミナーは、平成２２年度に６５歳となる吉富町住民６８名を対象に参加募集が行われ、２４名
（男女１２名づつ）の方々の参加がありました。平成１７年の８月から吉富町住民となりました私も同い年の人たちと
の親睦を楽しみに参加しました。
　朝９時に吉富フォーユー会館前を出発し、鶴見岳のロープウェイ、由布院で昼食をとりセミナー会場兼宿泊施設の
「ゆふいん七色の風」に到着。早速、湯布院町の光泉寺の住職「衛藤弘海先生」の「人をつくる、地域をつくる」の演
題での講演を聴講しました。衛藤先生は、住職ならではの様々な「言葉」の持つ意味を紹介しながら、我々がこれか
らの人生で何が大切なのかをお話してくれました。とても話し上手で時間もあっという間に過ぎてしまいました。こ
の後に「セカンドライフ実践記」を発表した私には少し辛かったです。 
　そして、今冨町長が参加して「第１８回悠人会」及び夕食を兼ねた交流会が行われました。男性は温泉入浴後の浴
衣姿でリラックスし、参加者同士との和気あいあいの会話やカラオケなど、本当に楽しいひと時でした。
　翌日は、湯布院の「昭和館」を始め由布院散策を行い、雄大な九重大吊橋を見学し、耶馬溪経由で１６時前に吉富
フォーユー会館に無事到着しました。
　未だ吉富町の住民として日が浅い私にとって、鶴見岳のロープウ
ェイ、ゆふいん七色の風、九重大吊橋は初めての場所だったし、一番
良かったのは地域の同い年の友達と知り会えたことだったと思いま
す。
　吉富町は歴史的にも自然環境的にも魅力的な地域だと思います。
セカンドライフを実践している私たちにとって、今回のセミナー参加
は大変意義が大きかったと思います。このような事業を実施してい
るのは吉富町だけだと聞いています。これからも毎年多くの参加者
によって継続実施されることを祈念いたします。今回お世話いただ
いた吉富町職員の皆さん本当にありがとうございました。

平成２２年度「吉富町セカンドライフセミナー
（第１８回悠人会）」に参加して 今吉下　末延忠昭

ゆふいん七色の風

整備計画図案
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子育て支援センター便り子育て支援センター便り子育て支援センター便り

　豊前消防署の署員が講師を務め、避難訓練・消火訓練・救
命救護の講習会を行いました。避難訓練では「職員室が火事
です。全員運動場に避難しなさい」の放送で学童保育の児童
も一緒に避難し、消火訓練に参加しました。
　救命救護の講習では、参加した保護者が全員人工呼吸・心
臓マッサージ等心肺蘇生法を学び貴重な体験をしました。子
どもたちは１１９番通報訓
練により出動した消防車・
救急車に試乗させてもらい
大喜びでした。

1日（水）

8日（水）

15日（水）

22日（水）

29日（水）

積み木あそび
10：30～11：30
英会話ふれあい事業
10：30～11：30
リトミック教室
10：30～11：30
英会話ふれあい事業
10：30～11：30
ボウリング
10：30～11：30

9月の活動予定9月の活動予定

【吉富町子育て支援センター】
築上郡吉富町大字広津641番地1　TEL・FAX ２３－２１７８　E-mail：yoshi-kosodate＠bz03.Plala.Or.jp

消火法・心肺蘇生法を学ぶ消火法・心肺蘇生法を学ぶ

※参加ご希望の方は、下記センターまでご連絡
ください。

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険者を対象
に健康診査を実施しています。平成２２年度の受診
期限は平成２３年３月３１日までです。まだ受診して
いない方は、指定医療機関等でお早めに受診をお
願いします。指定医療機関については、受診票と一
緒に一覧表をお送りしています。
　受診のときは、保険証と広域連合が郵送した受
診票が必要です。受診票が見あたらない場合は再
発行をいたしますので、お問い合わせください。

※受診票の郵送時期について
　平成２２年４月までに後期高齢者に加入した方
へは、平成２２年４月末に受診票を郵送していま
す。平成２２年５月以降に加入の方へは、７５歳の
誕生月の１０日頃に郵送することになっていま
す。

【問い合わせ先】
　福岡県後期高齢者医療広域連合
　お問い合わせセンター　☎０９２－６５１－３１１１

後期高齢者の健康診査について緊急通報装置の利用者の方々へ
　雷が多い時期となってきました。
万が一、お住まいの地域周辺に落雷があり、現在お
使いの緊急通報装置に不具合が生じた場合は、吉
富町役場健康福祉課までご連絡ください。
　故障が確認されましたら、業者への改修依頼や修
理費等の負担は町が行います。
【お問い合わせ先】吉富町役場 健康福祉課（福祉係）
　　　　　　　　☎０９７９－２４－１１２３

養育費の電話相談業務について
　当センターでは、母子家庭のお母さん又は離婚
協議中の方を対象に養育費の電話相談業務を実施
しています。相談を希望される方は、下記までご連
絡ください。なお、受付時間は平日の午前９時～午
後４時までです。
【問い合わせ先】
　福岡県母子家庭等就業・自立支援センター
　（飯塚ブランチ）　　☎０９４８－２１－０３９０
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就業支援講習会開催について
◎就業支援講習会実施内容

◎問合せ先／①②…福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　
　　　　　　春日市原町3-1-7　クローバープラザ6階（福岡県母子寡婦福祉連合会内）　☎０９２－５８４－３９３１
　　　　　　③……福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　飯塚ブランチ
　　　　　　　　　飯塚市新立岩8-1　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所内　☎０９４８－２１－０３９０

母子家庭の母、またはかつて母子家庭だった寡婦の方対象

1 日商簿記3級検定
◎期　間／平成22年10月5日(火)～11月11日(木)
　　　　　18:00～21:00　平日夜間18日間（54時間）
◎定　員／１０名（定員オーバーの場合抽選、応募数半数以下は中止の場合あり）
◎受講料／無料（但しテキスト代・検定料として約7,750円程度自己負担）
◎託　児／有（１才～６才までの就学前のこども）※試験日は不可
◎締切日／平成22年9月21日（火）必着　

【開催地】春日クローバープラザ
　　　　　（住所：春日市原町3-1-7） 3 パソコン中級

◎期　間／平成22年11月9日(火)
　　　　　～11月12日(金)
　　　　　9:30～16:30
　　　　　平日4日間（24時間）
◎定　員／１０名
　　　　　　定員オーバーの場合抽選、
　　　　　　応募数5名未満時は中止

◎受講料／無料
　　　　　　但しテキスト代として
　　　　　　約2,100円程度自己負担

◎託　児／有
　　　　　 （１才～６才までの就学前のこども）

◎締切日／平成22年10月22日（金）
　　　　　必着　

【開催地】福岡県行橋総合庁舎 会議室
　　　　　（住所：行橋市中央1-2-1）

2 パソコン初級
◎期　間／平成22年10月20日(水)～10月27日(水)
　　　　　9:30～16:30　平日昼間4日間（24時間）
◎定　員／20名（定員オーバーの場合抽選、応募数半数以下は中止の場合あり）
◎受講料／無料（但しテキスト代として約3,150円程度自己負担）
◎託　児／有（１才～６才までの就学前のこども）
◎締切日／平成22年10月4日（月）必着　

（ ）

（ ）
【開催地】春日クローバープラザ
　　　　　（住所：春日市原町3-1-7）

北九州空港
イベントのお知らせ
●こすげのりかず切り絵展
北九州市を拠点に創作活動を続け
る切り絵作家小菅績憲氏の作品を
展示します。

　◇日時／
　　平成２２年９月２３日（木・祝）、
　　２６日（日）２日間12：00～15：00
　◇場所／２Ｆ団体待合室
●名月と軽音楽の夕べ
中秋の名月を眺めながら、月にちな
んだ軽音楽の演奏をお楽しみいただ
けます。
おでんやお酒の販売、足湯を無料開
放します。

　◇日時／平成２２年９月２２日（水）
　　　　　18：30～21：00
　◇場所／３Ｆ南展望デッキ
【お問い合わせ】
　北九州エアターミナル（株）
　☎093-475-4195

　吉富クリーンセンター（下水道終末
処理場）近くの堤防下の「くるみの木」
が実を付けています。くるみの木は、佐
井川沿いの河川敷（別府）でもたくさ
ん見ることができます。「きっと川の上
流から実が運ばれて、とどまり、芽を出
し、根を張り、大きくなっていったのだ
ろうなあ～」などと考えながら眺めて
います。

地域の樹木シリーズ
応募のあった「みなさんに紹介
したい樹木」を紹介します。

美しい樹木、めずらしい樹木、毎年季節を感じる樹木、気になる樹木など町
内の樹木の情報を募集しています。
【お問い合わせ先】吉富町役場　企画財政課　☎0979-24-4071

●樹木情報について

66No.No. くるみの木
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　吉富町では、来年度から１０年間のまち
づくりの方向を示す新しい総合計画づく
りを行っています。町民・職員の誰にも分
かりやすい計画づくりに向けて、まちづく
りワークショップを８月から来年１月まで４
回開催します。
　８月３日（火）の第１回目の会合では、ワ
ークショップの目的やスケジュールなどの
説明や参加者（公募住民２５人・役場職員２
６人）の顔合わせを行いました。今後、町
内を４地域に分けて、現状、課題、良さや
地域の宝などについて参加者それぞれの
視点で意見を交わしながら、地域につい
て再発見することからスタートし、地域の
発展を目指す「地域計画」にまとめてい
きます。

　地元の観光スポットや伝統文化、美味しい旬の食べ物など、京築の豊
かな魅力を地域外からの訪問客にご案内し、京築を楽しんでいただくた
めの「京築おもてなし講座」を開催します。講座のテーマは、「あなたが
京築の魅力案内人」。
　地域外から訪れるお客様と接する機会の多い職業の方々を中心に、
お客様に対するちょっとした心遣いと京築
の地域資源について楽しく学んでいただ
き、地域の観光や買い物の「案内人」になっ
ていただくための講座です。

１）受講対象者
地元の魅力を地域外に発信していくことに興味をお持ちの方なら、
どなたでも受講可能。特に、地域外から京築地域を訪れる人たちと
接する機会の多い職業の方々に最適です。

２）講座日程及び講師
　①平成22年  9月16日（木）１４：００～１６：００
　②平成22年11月18日（木）１４：００～１６：００
　③平成23年  1月20日（木）１４：００～１６：００
　◎会場／豊前市立埋蔵文化財センター（豊前市大字八屋１７７６－２）
　◎講師／◆九州旅客鉄道（株）客室乗務員（①）
　　　　　◆㈱ＪＴＢコミュニケーションズ九州　猿渡　弘治 氏（②③）
　　　　　◆“神楽講座”豊前市総合政策課　栗焼　憲児 氏（①②③）
※ご注意・お一人様、何回でもお申し込みいただけますが、講師が同じ回
　は講座内容も同じです。お申し込みの際、ご注意ください。(申し込み用
　紙は役場企画財政課窓口でも配布します。）

３）募集人数／１回につき、５０人程度
４）お申し込み／ＦＡＸまたは郵送、お電話にて、各回の受講日の３日前   
　　　　　　　までにお申し込みください。

地域別まちづくり
ワークショップ
を開催しました！

第１回 平成２２年度「京築おもてなし講座」受講者募集平成２２年度「京築おもてなし講座」受講者募集

◎福岡県企画・地域振興部【広域地域振興課】　〒812-8577福岡市博多区東公園7-7
　TEL 092-651-1111(内線2674) FAX 092-643-3164
◎吉富町役場・企画財政課　ＴＥＬ 0979-24-4071（直通）　FAX 0979-24-3219

おい問合わせ

参加費
無料

ＪＲウォーキング開催決定！
JR九州主催によるウォーキング（吉富町・上毛町ルート）が下記のとおり開催されます。
今回は海岸や田園、川沿いなど自然と史跡を巡り歩く約１１ｋｍのルートです。町民の皆さんも、ぜひ参加しま
せんか？（事前申込・参加費は不要です。）
また、あわせて下記により、地元産品を直売していただける町内商工業者の方の出店を募集します。（飲食業・
生鮮食品・海産物・農産物・加工品を生産・販売している方。町の活性化イベントとして出店に賛同できる方。）
この機会に吉富町の味や魅力をPRしましょう。

記
　◇日　時／平成２２年１０月１０日（日）午前８時３０分～午後３：００（予定）
　◇場　所／吉富駅前（スタート・ゴール地点）
　◇出　店／町内業者あるいは町内居住者（団体を含みます。）が対象
　　　　　　※出店参加ご希望の方は「申し込み用紙」を役場企画財政課にて配布します。
　　　　　　募集締め切り日／平成２２年９月１７日（金）まで（持参またはFAX）
　●お問い合わせ先／吉富町役場　企画財政課　☎（０９７９）２４－４０７１（直通）

ふ
る
っ
て
ご
参
加
・

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

ぜひ参加・応募しませんか？ぜひ参加・応募しませんか？
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わがまち

トピックス

ふるさと
大
変
よ
く

頑
張
り
ま
し
た

今年も頑張りました。
吉富中の子どもたち！
７月３日から８月１日にかけて、中学校体育連盟夏季大会や吹奏楽コンクール
が行われました。今年も吉富中学校の子どもたちは３年生を中心に大変よ
く頑張り、これまでの努力の成果を大いに発揮しました。
各大会の結果は、次のとおりです。

築上郡大会 大会期間＊７月３日～１１日

◎野球部　　　　《優勝》
◎サッカー部　　《優勝》
◎卓球部
　・男子団体　　《優勝》
　・男子個人　　《優勝》谷元周平
　　　　　　　　《２位》堂本聖也
　　　　　　　　《３位》山本竜平
　　　　　　　　《４位》髙尾純敬
◎ソフトテニス部
　・男子団体　　《優勝》
　・男子個人　　《優勝》中村・若山 組
　　　　　　　　《２位》中西・室 　組
　・女子団体　　《優勝》
　・女子個人　　《優勝》亀安・杉本 組
　　　　　　　　《２位》中村・矢岡 組
◎バスケットボール部
　・男子　　　　《３位》
　・女子　　　　《優勝》
◎バレーボール部《２位》
◎剣道部
　・男子団体　　《３位》
　・男子個人２年《２位》村上　涼

京築地区大会 大会期間＊７月17日～23日

◎野球部　　　　《ベスト４》
◎サッカー部　　《ベスト４》
◎卓球部
　・男子団体　　《予選リーグ敗退》
　・男子個人　　《ベスト８》谷元・堂本
◎ソフトテニス部
　・男子団体　　《優勝》
　・男子個人　　《優勝》中村・若山 組
　　　　　　　　《２位》中西・室 　組
　・女子団体　　《ベスト４》
　・女子個人　　《初戦敗退》亀安・杉本 組
　　　　　　　　《　 〃  　》中村・矢岡 組
◎バスケットボール部
　・女子　　　　《ベスト４》
◎バレーボール部《ベスト４》
◎剣道部
　・男子個人２年《優勝》　村上　涼
◎柔道部
　・男子個人　－55㎏《３位》表　拓美
　　　　　　　－60㎏《２位》池之上賢次
　・女子団体  　　　　《優勝》
　・女子個人　－63㎏《優勝》梅津志悠
　　　　　　　－70㎏《優勝》石丸淑子
◎水泳部
　・100ｍ背泳ぎ　《優勝》熊谷なつき
　　　　　　　　　 《２位》熊谷あずき
　・200ｍ背泳ぎ　《優勝》熊谷なつき
　　　　　　　　　 《２位》熊谷あずき

吹奏楽部

福岡県大会 大会期間＊７月29日～8月1日

◎ソフトテニス部
　・男子団体　《ベスト８》
　・男子個人　《ベスト８》中村・若山 組
　　　　　　　《ベスト８》中西・室 　組
◎柔道部
　・女子団体　《初戦敗退》
　・女子個人　《初戦敗退》梅津志悠
　　　　　　　《初戦敗退》石丸淑子
◎水泳部
　・100ｍ背泳ぎ、200ｍ背泳ぎ
　　　　《ともに８位入賞》熊谷なつき
　・100ｍ背泳ぎ、200ｍ背泳ぎ
　　　　《ともに予選敗退》熊谷あずき

吹奏楽部は、７月25日に飯塚市のイイヅカ
コスモスコモンで開催された、北九州吹奏
楽コンクールに出場し、　　 を獲得しまし
た。

銅賞銅賞
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平成22年度スポーツフェスタ・よしとみ

吉富町民ゴルフ大会
第9回

吉富町体育協会ゴルフ部では『町民の健康と親睦交流』を図るため、平成２２年度スポ
ーツフェスタ・よしとみ「第９吉富町民ゴルフ大会」を下記のとおり開催します。ふるってご参
加ください。

日 時 平成22年10月24日（日）

会 場 周防灘カントリークラブ

8時30分受付　9時24分 OUT･INスタート

参加者
募集!

吉富町体育協会ゴルフ部

吉富町在住者または吉富町出身者

■個人戦及び地区対抗戦にて行います。
■18ホール・ハンディキャップ競技（キャロウェイ方式でゴルフ場一任）

日本ゴルフ協会規則及び本大会特別規則（周防灘CCローカル・ルール）を適用します。

■個　人　戦／全員に賞品があります。その他、BG賞とNP賞があります。
■地区対抗戦／優勝･準優勝･第三位・BB賞

■参 加 費／一人3,000円（ジュニア、高校生は1,000円）　
■プレー費／一人9,000円（ジュニア、高校生はメンバー料金）

平成22年10月14日（木）まで

64人（16組）　※定員になり次第、締め切ります。

お申し込みは吉富フォーユー会館窓口またはFAXにて受付けます。電話での受付けは行いません
のでご了承ください。
●グループ申込者は、４名のHD合計が100程度でお願いします。
●個人申込者の組合わせは、主催者で行います。
●FAX申込者は、住所（地区名を必ず）、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号、ハンディキャップをご
　記入ください。
●受付完了の連絡はいたしませんので、必要な方は事務局へお問合せください。
●大会の詳細及びご不明な点は、下記までお問い合わせください。

主　　催

参加資格

競技方法

競技規則

表　　彰

費　　用

申込期間

定　　員

申込方法

吉富フォーユー会館内吉富町体育協会
スポーツフェスタ･よしとみ実行委員会事務局

《申込み・問合せ先》

TEL 22-1944 FAX 24-5406
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◇対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方
（定員を超す場合は初めて受講する方を優
先させていただきます。）
※ワープロ等の文字入力ができる方

◇講　　座　予定表（スケジュール）の作成
　　　　　　～EXCEL編～
◇講座内容　表の作成、セル＆文字等の色付け、曜日の

自動設定、条件付書式
◇開催日時　9月29日（水）・30日（木）
　　　　　　午後１時３０分～午後3時３０分（１日2時間の２日間）
◇申し込み受付期間
　　　　　　9月6日（月）から9月15日（水）
　　　　　　午前8時30分から午後5時15分まで

（ただし、土日祝日は除く）

◇場　　所　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室
◇定　　員　15名（先着順とします。最小催行人数5名）
◇受 講 料　無料
　　　　　　（ただし、テキスト代として200円必要となります。）
◇申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）

吉富フォーユー会館窓口、または電話受付
をいたします。

◇問い合せ　吉富町教育委員会　☎22-1944

生涯学習講座「パソコン教室」の
受講生を募集します。

パソコンに触れてみましょう！パソコンに触れてみましょう！

吉富町図書室からのお知らせ吉富町図書室からのお知らせ

ラ
ン
キ
ン
グ

★新着図書のお知らせ!!

７
月
分

月間月間
□一般書

□一般書

東京島 ／桐野　夏生
買わない習慣 ／ 金子　由紀子
上京はしたけれど ／たかぎ　なおこ
親が死ぬまでにしたい55のこと ／親孝行実行委員会
子育てハッピーアドバイス大好き！が伝わるほめ方・叱り方 ／明橋　大二
宮古行「快速リアス」殺人事件 ／西村　京太郎
小暮写真館 ／宮部　みゆき
池上彰の学べるニュース ／池上　彰
母　ーオモニー ／姜　尚中
太一×ケンタロウ男子ごはんの本 ／国分　太一

1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
□児童書

あらしのよるに ／木村　裕一
なつのおとずれ ／ かがくい　ひろし
一期一会　運命ってヤツ ／粟生　こずえ
墓場レストラン（怪談レストランシリーズ） ／松谷　みよこ
みつばちマーヤの冒険 ／ウァイデマル・ボンゼルス
悪夢のレストラン（怪談レストランシリーズ） ／松谷　みよこ
うずらちゃんのかくれんぼ ／きもと　ももこ
もうわらった ／やすおか　かよこ
時の迷路 ／香川　元太郎
トマトさん ／田中　清代

1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

『小さいおうち』 ／ 中島　京子
『一週間』 ／井上　ひさし
『あの日にかえりたい』 ／乾　ルカ
『深重の橋』上・下 ／澤田　ふじ子
『七人の敵がいる』 ／加納　朋子
『拝金』／堀江　貴文
『インパラの朝』 ／中村　安希
『頑固のすすめ』 ／王　貞治
『おうちの本』 ／内田　彩仍

□児童書
『ほんとのおおきさ動物園』・
『ほんとのおおきさ水族館』

『アンパンマンたんじょう』／やなせ　たかし
『嵐の夜の幽霊海賊』マジックツリーハウス28
　　　　　　　　　　　　　／メアリー･ホープ･オズ

BOOK

フォーユー会館催し物ご案内
日付

9/12

催  し  物

ハッピー歌謡祭１５周年記念
カラオケ発表会

時　間 入場料

日

○開場/
　9：00
○開演/
　9：30

入場料
980円

《問い合わせ先》 
カラオケスクランブルハッピー
窪田  チカ子  ☎２５－０９０８

9/19
恵子歌謡学院
夏のカラオケ発表会

日

○開場/
　9：00
○開演/
　9：30

入場料
500円《問い合わせ先》 

カラオケ恵子 富永　恵子
☎０９０－４３４４－２０４４

9/23

驚き・感動・笑いのマジックフェスタ２０１０
マジシャン大江戸ジュリと
愉快な仲間たちによる
楽しいショー

木

○開場/
　13：00
○開演/
　13：30

入場料
800円《問い合わせ先》 

オフィス大江戸
☎０９７９－６４－６３６７
☎０９０－９４９４－３１４８

10/3

聖 ゆう
新曲発表会

日

○開場/
　13：00
○開演/
　13：30

入場料
2,000円《問い合わせ先》 

カラオケ阪田会
阪田  三代子  ☎８２－００８４

他

他

CD又は
カセット付（ ）

お知らせ
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◇
期
間
・
時
間

　

９
月
10
日
㈮
〜
11
日
㈯

　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
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談
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番
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０
９
４
２
・
５
３
・
９
９
１
５

（
面
接
事
前
予
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☎
０
９
２
・
６
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３
・
３
３
８
８
） 
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相
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筑
後
市
勤
労
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庭
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援
施
設
（
サ
ン
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ア
）
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市
大
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ノ
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９
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談
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ど
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消
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者
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、
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の
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債
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題
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訴
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、
成
年
後
見
な
ど
お

気
軽
に
ご
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談
く
だ
さ
い
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中
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－
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月
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セ
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無
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が
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停
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、
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ホ
ー
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確
認
い
た
だ
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ま
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○
携
帯
電
話
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://kyuden.jp

○
パ
ソ
コ
ン
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://w
w
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.kyuden.co.jp

◇
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帯
メ
ー
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い
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詳
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ク
！

台
風
時
の
停
電
情
報
を

チ
�
�
ク
！

お知らせ

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

住　
所

病

医

院

名

月
・
日

住　
所

病

医

院

名

9
・
19

植　
野

田

中

医

院

9
・
20

〃

宮　
夫

木

下

外

科

〃

築
上
町

片

山

医

院

〃

古
博
多
町

米

光

医

院

9
・
23

中
央
町

宮
本
整
形
外
科
医
院

〃

四
郎
丸

梶
原
内
科
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

八　
屋

ぶ
ぜ
ん
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

中
殿
町

加

来

小

児

科
中
央
町

田
縁
ク
リ
ニ
ッ
ク

9
・
5

八　
屋

八
屋
第
一
診
療
所

八　
屋

〃

中
央
町

矢

鳴

医

院
上
宮
永

〃

高
椋
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

け
い
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

9
・
26

恒　
富

清
田
整
形
外
科
医
院

赤　
熊

9
・
12
小
林
整
形
外
科
医
院

〃

四
郎
丸

大

川

病

院

中
央
町

〃

杉
原
内
科
消
化
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

湯　
屋

賀
来
内
科
循
環
器
科
医
院

〃

上
宮
永

内
尾
整
形
外
科
医
院

宮　
夫

〃

か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

八　
屋

9
・
19
渡
辺
整
形
外
科

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
８
２
・
８
８
２
０

◎
内
科
・
小
児
科

　
（
９
時
〜
22
時

受
付
は
21
時
30
分
ま
で
）

◎
歯　
科
（
９
時
〜
17
時
30
分
）

◎
口
腔
ガ
ン
専
門
医
の
診
察
予

　
定
日
は
、
５
日
・
19
日
で
す
。

日
曜
日

祝　
日

豊
前
市

荒　
堀

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口（
無
料
）の
開
設

九
州
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

法
の
日 

全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談（
無
料
）

公
証
人
と
の
合
同
開
催

平成２２年度
古表神社奉納相撲大会成績一覧表

団　体

一年生

二年生

三年生

四年生

五年生

六年生

小犬丸下 高　　浜 喜連島B

優　勝 準優勝 三　位

中畑夏一
（喜連島）

村上暢章
（喜連島）

乙女義憲
（喜連島）

村上征央
（喜連島）

木村多壱
（土屋）

山本圭吾
（小犬丸下）

佐藤友貴
（高浜）

栗田　涼
（高浜）

梅田彪吾
（小犬丸下）

杉本拡也
（小犬丸下）

山本　明
（小犬丸上）

若山昇太郎
（高浜）

梅津幸瑛
（幸子古）

太田隼磨
（別府）

木村優一
（土屋）

若山佳暉
（高浜）

な　し

下畑幸一
（喜連島）

H22.8.6実施
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渡
辺
多
恵
子

タ
ン
タ
ン
と
夏
陽
を
あ
び
て
音
の
増

す
と
な
り
の
空
地
に
住
宅
建
つ
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
野　

朝
香

今
日
も
又
凌
げ
る
所
な
き
畑
に
一
人

屈
み
て
雑
草
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
田　

正
子

福
沢
旧
邸
の
土
蔵
の
二
階
に
少
年
の

坐
像
の
あ
り
て
ふ
と
も
見
紛
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　

洋
子

去
年
は
秋
麦
こ
と
し
ダ
リ
ア
の
版
画

な
る
暑
中
ハ
ガ
キ
に
い
く
日
見
舞
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
眞
理
子

ね
む
の
木
の
花
を
閉
ぢ
た
る
由
布
の

宿
広
き
露
天
に
黙
し
て
入
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　

洋
子

「
毎
日
が
日
曜
日
だ
」
と
ベ
ン
チ
よ

り
見
知
ら
ぬ
老
い
は
話
し
か
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋
か
ほ
る

足
腰
わ
る
く
無
沙
汰
に
過
ぎ
ぬ
七
回

忌
に
は
訪
ひ
て
も
み
た
し
み
づ
う
み

の
歌
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

幸
子

あ
ぢ
さ
ゐ
の
ち
ひ
さ
き
株
に
花
ひ
と

つ
う
す
も
も
い
ろ
に
初
々
し
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
山　

武
子

友
よ
り
の
も
ら
ひ
し
綿
の
種
痩
せ
土

に
懸
命
に
伸
ぶ
朝
日
を
浴
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　
　

紀
子

牛
乳
に
に
ん
に
く
卵
黄
ク
ロ
レ
ラ
と

老
い
の
一
日
に
元
気
を
貰
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
原
ト
シ
ヱ

身
を
沈
め
溢
れ
る
湯
舟
に
一
瞬
の
幸

せ
を
思
ふ
老
の
ひ
と
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

延
子

台
風
は
避
け
る
様
に
と
祈
り
つ
つ
日

よ
け
の
朝
顔
に
竹
の
手
を
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
澤　

千
里

雨
に
濡
れ
色
あ
ざ
や
か
に
紫
陽
花
の

女
王
の
ご
と
く
今
咲
き
誇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

忠
義

言
葉
に
は
「
吾
足
る
を
知
る
」
と
知

り
た
れ
ど
我
は
貧
し
き
煩
悩
凡
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

鶴
子

結
論
は
た
っ
た
一
言
二
時
間
を
要
約

す
れ
ば
善
を
積
め
と
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
坐　

新
子

青
空
と
呼
応
す
る
ご
と
立
つ
木
な
り

時
に
鳥
が
立
ち
寄
り
て
啼
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
渡　

築
川

忍
び
寄
る
孤
独
の
影
を
払
う
ご
と
夜

は
ラ
ジ
オ
の
深
夜
便
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

收

仲
良
し
が
集
う
が
ご
と
く
四
葩
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
家
ト
シ
子

返
信
は
秋
の
鎌
倉
巡
る
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
て
る
代

梅
雨
籠
る
旅
の
想
出
巡
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
原
シ
ズ
子

朝
寝
し
て
何
か
が
一
つ
狂
い
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
千
代
子

梅
雨
深
し
よ
る
べ
な
き
蔓
宙
を
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

猫
田
加
代
子

嫁
が
居
て
孫
達
が
来
て
西
瓜
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
美
津
子

美
少
女
は
母
系
の
遺
伝
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
石
キ
ヌ
ヱ

対
岸
の
古
城
そ
び
え
て
明
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　
　

幸

ふ
る
里
に
父
母
在
さ
ず
天
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
頭
ミ
キ
子

僻
地
に
は
僻
地
の
祭
り
四
葩
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
く
み
女

花
ネ
ム
の
並
木
や
雨
の
城
下
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

忠
義

初
物
と
枇
杷
を
貰
ひ
し
先
ず
供
ふ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
渡　

築
川

居
直
っ
た
女
に
勝
て
る
訳
が
な
い

い
い
に
お
い
ゆ
っ
く
り
開
い
て
新
刊
書

神
様
へ
老
の
願
い
が
届
か
な
い

ど
の
顔
も
野
生
に
も
ど
る
バ
イ
キ
ン
グ

生
き
て
い
る
か
ら
人
間
が
面
白
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
口　
　

登

Ｗ
杯
か
ら
サ
ッ
カ
ー
好
き
に
な
っ
た

バ
バ

二
人
し
て
食
後
の
薬
確
認
し

海
老
蔵
さ
ん
芸
の
肥
や
し
大
丈
夫
？

マ
マ
さ
ん
に
ケ
ー
タ
イ
間
違
え
我
が
娘

も
だ

む　

ぎ

き
ゅ
う
て
い

ま
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　

橘　
　

武
士

　
　
　
　

羚
生
ち
ゃ
ん
（
今
吉
上
）

　

有
馬　

豊
樹

　
　
　
　

凰
介
ち
ゃ
ん
（
直　

江
）

　

吉
田　

悟

　
　
　
　

弘
輝
ち
ゃ
ん
（
高　

浜
）

　

山
本　

英
行

　
　
　
　

雅
人
ち
ゃ
ん
（
榆　

生
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　

仲
宗
根
正
子
様　

96
歳（
今
吉
上
）

　

花
畑
昭
一
郎
様　

83
歳（
小
犬
丸
下
）

　

中
石　

春
雄
様　

88
歳（
広
津
上
）

　

和
才
英
理
子
様　

76
歳（
幸
子
上
）

　

若
山
フ
サ
子
様　

92
歳（
高　

浜
）

　

磯
田　

和
宏
様　

40
歳（
小
犬
丸
上
）

　

田
島　

基
永
様　

73
歳（
広
津
下
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　

和
才　

正
敏
様　

（
幸
子
上
）

　

若
山　

清
明
様　

（
高　
　

浜
）

　

和
才　

芳
子
様　

（
幸
子
上
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　

若
山　

清
明
様　

（
高　
　

浜
）

　
　
　

（
８
月
６
日
ま
で
受
付
分
）

れ　

い

お
う
す
け

み
つ  

き

ま
さ  

と

香
典
返
し
お
礼

慶
　
　
　
弔

吉富あいあいセンター

当所では、小さく生まれてきた赤ちゃんの保護者を対象に、子育て支援教室を開催します。
　この教室では、赤ちゃんの専門家のお話や保護者間の交流会を予定しています。
　この機会に、日頃の悩みや不安を解消し、子育て仲間をつくっていただければと思っています。
どうぞ、お気軽にご参加ください。
　なお、託児はありませんので、対象のお子さんと一緒にご参加ください。

　９月の赤ちゃん広場は、９日・１６日の木曜日です。
　１６日は、離乳食教室を開催します。だしのとり方・おかゆの作り方など前期・中期・後期
それぞれのメニューに合わせて、一緒に作ってみませんか。
　栄養士による栄養相談もありますので、是非赤ちゃんと一緒にご参加ください。

1.日程及び内容

２.対　　象／平成２１年９月～平成２２年８月末までに出生した２５００ｇ未満の未熟児と保護者
３.場　　所／豊前市地域子育て支援センター「たけのこ」
４.時　　間／１０：００～１２：００（受付は９：３０～１０：００）
５.申し込み方法／９月２４日（金）までに、お電話でお申し込みください。参加される方はバスタオルをご持参ください。
６.申し込み及び問い合わせ先／福岡県京築保健福祉環境事務所　健康増進課　健康増進係　　担当：星野
　　　　　　　　　　　　　　☎０９３０－２３－２６９０　ＦＡＸ：０９３０－２３－４８８０

日　時／９月１６日（木） 　午前１０時３０分～１１時３０分    
場　所／吉富あいあいセンター　プレイルーム
参加料／無　料
お問い合わせ・申込み先／吉富あいあいセンター　☎２３－９９００

平成２２年度

実施年月日 教　室　内　容 講　　師

平成２２年
　9月29日（水）

お話と交流会
・先輩ママとお話ししましょう
　「毎日どうやって子育てしている」
・赤ちゃんの健康について

京築保健福祉環境事務所
　　　　　　　 　助産師

平成２２年
　10月20日（水）

講演と実技
　「親子で楽しむベビーマッサージと
　赤ちゃん体操」
お話・マッサージ・交流会

行橋中央病院
作業療法士：中島　千鶴子先生

すくすく教室すくすく教室

離乳食教室のお知らせ離乳食教室のお知らせ

のご案内（豊前会場）

※希望の回のみ参加可能です。２回出席も大歓迎です！

エプロン・三角巾を
持ってきてください。
※事前に電話予約を
　お願いします。



※再生紙を使用しています。

※
こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

今月の健康案内月9

赤ちゃん広場（離乳食教室）
10：00～12：00 あいあいセンター木16日

こころのリハビリ教室『ひだまり』
10：00～12：00 あいあいセンター水15日 乳児健診（4～5、7～8ヶ月児）

13：30～14：30 あいあいセンター水29日

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター月13日 BCG予防接種（3～5ヶ月児）

14：00～14：15 あいあいセンター火28日

赤ちゃん広場
10：00～12：00 あいあいセンター木9日 健康相談

10：00～12：00 あいあいセンター

あいあいセンター

月27日

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター月6日 栄養相談【予約制】

10：00～12：00 あいあいセンター金17日

（H21年9月1日生　界木）

らい   き

中島　來輝ちゃん　男

1歳のお誕生日おめでとう!1歳のお誕生日おめでとう!

好
き
き
ら
い  

な
く
し
て  

元
気  

倍
ぞ
う
だ

今
月
の
健
康
標
語

吉
富
小
学
校
　
角
　
怜
美



吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

２
３
‐
９
９
０
０

肺炎球菌予防接種は
早めに受けましょう。
　インフルエンザシーズンの肺炎の約半
分が肺炎球菌によるものといわれていま
す。流行が始まる前に肺炎球菌の予防接
種を受けておきましょう。
　吉富町では、７０歳以上の方で、過去５年以内に肺炎球菌予
防接種を受けていない方に対して、無料で予防接種を実施して
います。
　肺炎球菌予防接種を希望する方は、接種前に吉富あいあい
センターまたは、役場健康福祉課で必ず申請手続きを行ってく
ださい。
　肺炎球菌予防接種は、町内の病医院で接種できます。  
    
◎問い合わせ先／吉富あいあいセンター　☎２３－９９００


